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 各種薬剤の尿管に対する影響は種々の方法により観察され報告されている。すなわち'キモグラ
 フを用いての観察,膀胱鏡を用いての肉眼的観察,HydrophrOgraPhを用いての観察,沿
 よびUrome七ryを用いての観察などがみられる。しかし尿管筋電図による観察はHanley'が
 バンサインの静注により尿管蠕動が抑制されたと報告していら1(,動物的実験でわずかにB11一
 七cherら,そのほかの報告をみるにすぎず,臨床的に信頼できる方法によってなされた報告は
 全ぐみられない。
 最近教室の土田かよび木村は人尿管にむいて管内誘導により初めて信頼できる筋電図の記録法
 を発表している。本研究では彼らの方法を用い,正常人の尿管に対する自律神経剤(エフェドリ
 ン40"努,イミタ'サン2D凋9,アセテ・ルコリン100留,ワゴスチグミン0.5耀諭よび1.0解,
 アトロピン0.5'昭,ブスコパン2G解)沿よび平滑筋如1激剤(アトニン:5オキシトシン,単位,
 メテルギン0.2習〕をワゴスナグミンG静注〕以外は筋注により投与し,その影響を検索した。
 交感宇申継列:まず波数についてみると交感神経興奮剤であるエフェドリンにより僅かに増加す
 る傾向が諌められ,交感神経麻痺剤であるイミダリンにより軽度に減少する傾向が認められた。
 伝播速度についてみるとエフェドリンにより横かに遅延する傾向にあり,イミダリンにより僅か
 に促進する傾向が認められた。振巾参よび持続時間についてみると,エフエド1」ン,イミダリン
 いずれの投与によって屯変化は認められなかった。尿量についてみると,エフェドリン,イミダ
 llンいずカ.を投一与した場,合にも軽度に増加する傾向が認められた。
 副交感神経酬:波数についてみると副交感神経興奮剤であるアセテリコリンにより・軽度に増
 加する傾向が認められ,ワゴスチグミンでは0.5配聲投与によりほとんど変りはなく,1.0配牙投・与
 により増加する傾向を示した。副交感神経麻痺剤であるアトロピンの投与により軽度に減少する
 傾向が認められ,ブスコパン授与πよりやはり減少する傾向が認められた。伝播速度についてみ
 るとアセチル・コリンにより僅かに遅延し,ワゴスチグミン0.5確ではほとんど変化はなぐ,1.0
 ・泥供役・与により遅延或は促進と一定の傾向を示さなかった。アト・ピンによウほとんど変化は認め
 られなかったがブスコパンにより軽度に遅延する傾向が認められた。振巾齢よび持続時間につい
 てみるとアセナルコリン,ワゴスチグミン,アトロピン,ブスコパンいずれにおいても変化はほ
 とんど認められなかった。尿量につし(てみるとワゴスナグミン投一与により軽度に減少する傾向が
 認められ,アト・ピンにより軽度に増加する傾向が詠められたが,アセチルコリン,ブスコパン
 投一与例ではほとんど変化は認められなかった。
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 平滑筋刺激剤:波数についてみるとアトニン投与により著明な増加を認め,メテルギン投与に
 より同種に増加を認めたが・その程度は僅かであった。伝播速度について参るとアトニン投与に
 より促進する傾向が認められたがメテルギン投与により促進むよび遅延と一定の傾向は認められ
 なかった。振巾沿よび持続時間についてみるとアトニン,メテルギンいずれの場合も変化はほと
 んど認められ左かつた。.尿量についてはアトニン投与により一時増加の傾向を示したが,メテル
 ギン投与によりほとんど変化は認められなかった。
 すなわち交感神経系沿よび副交感塗腎藍系ともその興・奮剤は尿管姫動を亢進させる傾向を示し,
 麻痺剤は尿管蠕動を抑制する傾向を示した。しかしこれら自律神経削による尿管蠕動の変化は軽
 度であった。また平滑筋刺激剤によっても尿管蛛動は亢進され,その程度はアトニンにより最も
 著明であ窮地の薬剤に比較して明らかな差を示した。伝播速度については遅延訟よび促進と薬
 剤により必ずしも一定の傾向を示さず振巾および持続時艮肩についてはほとんど変化は認められな
 かった。尿量についてみると,尿管蛉鋤の変動との間には必ずしも一定の関係はみられず・尿量
 が減少していたにもかかわらず波数の増加した例および尿量が増加したにもかかわらず波数が減
 少した例もみられた。
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 審査結果の要旨
 各種薬剤の尿管に対する影響は種々の方法によウ観察報告され,尿管筋電図法による研究もみ
 られるが,これらの蔽とんどは動物における実験であり,睡、レ1ミ的に信頼出来る方法により常用量
 を投与して親祭した報告は全くみられない。
 本論文ではすでに当教室から報告されたトschユi1憾e型環状双極誘導愚子を使用し,正常
 人尿管に対すろ自律神経系薬剤および平滑筋31111激剤のいわゆる常用量を通常の投与方法により投
 与した場合の尿管機能の変動を観察した。
 すなわちエフェドリン40即,イミダリン20即,アセチルコリン100解,ワゴスチグミン
 α5了π7お・よび斗.O照『,アトロピン0.5解コ,ワゴス:グミン20罠9ンロアトニン5オキシトシン単位,
 お・よびメテノレギン〔〕.2刀彰を僧」㌃主ヌ.は静1生により諺と一与し,このゴ易台・のレ}妖穿疇籍動の」噌酋1威,伝本番三座叢虻の
 増減,振巾,持糸売時聞お・よび尿!肚の変動を1寅察した。
 その結果1,交感神凝系,副交感神経系薬剤とも,そ'の興奮剤は尿管嬬t肋を亢進させる傾向があ
 ることを明らかにし,またそrの麻タ病瓠1・よ尿管鰭動を抑侮11する傾向のあることを明らかにした。
 さらに平滑盒短淘混生青虫=上「当科=神離筋迅灘や郷1と同福鋳こ尿∫藷嬬ジ勇を充i塗さ・ぜ,なかでも'アトニンはイ也の義這.
 剤ヒ⊂/・ヒ較して尿管蠕動をr贈著明に増力liさ・ぜることを明らかにした。
 従来自律神経系薬剤が尿管[鰯毒『こ対し.て例ら影蜀を及ぼさないとの報告も多くみられたが本論
 文では,正常人の尿管に対して自†一剛i藩剤はその常用投与量においても影響を与えていることを
 明らかにした。
 さらに尿管はアトニン1の如き,玉1有性衝刺激浮1により,自律神経系薬剤による∫易合よりも一堀著
 1弱な影響を受けることも究明した。
 以上本論文は従来論争の多かったノ＼尿管に対する自律神経系薬剤の影響に対してはじめて明解
 な結論を下だしたという点にむいて学位を授与するにふさわしい価値を有するものと認められる。
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